
【ならボランティアフェスタ研究編】

令和元年度ならボランティア研究集会

開 催 要 項

【開催テーマ】

気づきをはじめの一歩に

～つなげようボランティアの輪～

ならボランティア研究集会は、奈良県内でボランティア・市民活動に関心を持つ人
たちや実際の活動に参加している人たちが一堂に会し、その取り組みや工夫を学び合
い、課題解決に向けた動きやボランティアのあり方について共に考えるなかで、ボラ
ンティア同士のネットワークづくりを推進することを目的に開催します。

開催テーマを「気づきをはじめの一歩に～つなげようボランティアの輪～」とし、
地域課題に対する小さな気づきをはじめの一歩に、地元での今後の活動の展開を考え
る機会となることを目指す想いが込められています。

日時：令和２年３月2日（月）10:00～15:15

会場：奈良県社会福祉総合センター

主催：奈良県ボランティア連絡協議会
社会福祉法人 奈良県社会福祉協議会

協力：奈良県

手話通訳
要約筆記
あります



令和元年度ならボランティア研究集会 開催要項

1, 日 程 令和２年３月２日（月）

9:30～ 受付開始
10:00～10:20 開会式（挨拶）
10:20～11:45 記念講演
11:45～12:45 昼食休憩
12:45～15:15 語らいの広場（分科会１～４）

２，会 場 奈良県社会福祉総合センター ６階大ホールほか（橿原市大久保町320-11）

３，対 象 ボランティア・市民活動に関心のある方ならどなたでも

４，定 員 ３５０名

５，参加費 無料 ・お弁当（お茶付き600円）の予約注文をお受けします

６，申込み 別紙参加申込書にご記入の上、奈良県ボランティア連絡協議会事務局までFAX
または郵送にてお申込ください。（弁当代は当日受付にて申し受けます）

※記念講演には手話通訳・要約筆記を依頼します。その他、参加にあたって配
慮が必要な方は事前にお問い合わせください。

※昼食はお弁当を注文されるか、ご持参にて予めご用意ください。

７，締 切 令和２年２月１５日（土）必着
※希望者が多い分科会については、第２希望となる場合がございます。

８，その他 参加券の発行はしませんので予めご了承ください。
キャンセルされる場合は、開催３日前までに必ずご連絡願います。
当日キャンセルの場合、弁当代を請求させていただきます。

９，申込み 奈良県ボランティア連絡協議会事務局
〒634-0061 橿原市大久保町３２０－１１
奈良県社会福祉協議会（担当：松尾・吉田）
ＴＥＬ：０７４４－２９－０１５５ ＦＡＸ：０７４４－２６－０２３４
Ｅ-mail：nara-vc@nara-shakyo.jp

10，プログラム詳細

記 念 講 演 10:20～11:45

お話と語り芝居「中将姫物語」

出演：葛城市民劇団「風塾」

市民劇団として発足２２年の活動に対する想いとともに、演劇を通じて「感動」を表現するなかで
の、青少年の心の育成や多世代に対する心遣いについてお話いただき、奈良の當麻寺に縁のある中
将姫伝説をもとに作られた作品を上演いただきます。



語らいの広場（分科会１～４） 12:45～15:15

各テーマの出演者に、実践報告や活動への想いをお話いただき、テーマに基づく
参加者同士の情報交換や意見交換を行う語らいの広場です。
（いずれの広場も経験は不問です。）

パネル展示等 ロビーにて、活動紹介パネル展示・情報コーナーを設置します。
（展示やチラシ設置希望の方は事務局へお問合せください。）

語らいの広場１　男の居場所づくり 

 同じ地域に暮らす者同士の「地域コミュニケーションづくり」を目指し、男性のみで運営される自由

な集まりとして賑わう「喫茶：男の井戸端かいぎ室“男談”」の取り組みについて実践報告いただき、運

営のポイント等を学びます。 

＜実践報告＞喫茶 :男の井戸端かいぎ室”男談” 世話人 出水  季武  さん(大阪府河内長野市)

語らいの広場２  こどもを真ん中においた居場所づくり

 こどもの育ちを地域で応援する活動として、今急速に増えている「こども食堂」。子ども支援への関

心の高まりとともに、高校生や大学生を含む若い世代や、多様な団体がボランティアとして関わるよう

になりました。こども食堂の実践報告をもとに、よりよい環境づくりのために、子ども支援活動や地域

づくりについて一緒に考えたいと思います。

＜実践報告＞ 大和八木こども食堂 代表 杉井  祐介  さん（橿原市）          

       子ども食堂アミーゴ 代表 田中  福代  さん（大和高田市）

語らいの広場３    里山づくり

 放置され管理されなくなった田畑や山林を整備し、美しい里山の景観を維持する里山保全ボランティ

ア。里山は保護活動が必要なことを啓発し、地域との交流を深めながら自然を活かしたまちづくりに発

展させている実践をお聞きし、里山づくりの活動の課題や地域とのつながり作りについて、話し合いま

しょう。

＜実践報告＞  NPO 法人山野草の里づくりの会 理事長 村上  秀夫  さん（桜井市）

語らいの広場４  災害時にも活きる ボランティアのつながり作り
 近年、多種多様な大規模災害が頻発しているなか、地域のすべての人たちが自助・共助を担うまちづ

くりが、いま求められています。日頃からの”顔の見える”人と人とのつながりづくりやまちづくりの活

動を続ける地元ボランティア団体として、ボランティア連絡協議会の活動が、災害時にも活きるつなが

りとするために必要なことは何か、共に話しましょう。                     

大阪北部地震発生時、高槻市災害ボランティアセンターが立ち上がった際の、地元ボラ連の動きについ

て、実践報告をしていただきます。 

＜実践報告＞  高槻市ボランティア連絡協議会 会長 横井  勝  さん（大阪府高槻市）



会場のご案内

奈良県社会福祉総合センター
橿原市大久保町３２０－１１
電話：０７４４－２９－０１１１

◆近鉄橿原線「畝傍御陵前」駅東出口より
徒歩３分

◆お車の方は、センター駐車場満車時は、
会場隣接の「畝傍御陵前駅東駐車場」
（一日最大５２０円）をご利用ください。

■寄付募集■当日会場に下記の物品の回収箱を設置します。

●使用済み切手（切手のまわりは約１㎝はなして切り取ってください。）

●書き損じハガキ
●読まなくなった絵本
●保存食（常温で6ヶ月以上の長期保存が可能なもの）

例）レトルト食品、缶詰、乾麺など （今回お米は募集しません）

■回収箱の設置は当日のみとなります。予めご了承ください。

■お問い合わせ先

奈良県ボランティア連絡協議会事務局 （担当：松尾・吉田）

〒６３４－００６１ 奈良県橿原市大久保町３２０－１１
奈良県社会福祉協議会 福祉教育・ボランティア活動センター係内
ＴＥＬ ０７４４－２９－０１５５
ＦＡＸ ０７４４－２６－０２３４
Ｅ-ｍａｉｌ nara-vc@nara-shakyo.jp

※当日午前８時現在で、気象庁の天気予報（１７７）において、
橿原市に（特別）警報が発令されている場合は中止になります。



令和元年度 ならボランティア研究集会
参 加 申 込 書

お名前、市町村名、所属は参加者名簿に掲載させていただきます。
◆語らいの広場（分科会）で参加希望するテーマ番号は必ずご記入ください。
◆昼食に、お弁当（お茶付き）を注文される方は、○を記入してください。

語らいの広場 弁当の
お名前 市町村名 所 属 希望テーマ１～４ 注文

（学校・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ）
第１希望 第２希望 600円

（例）奈良太郎 ○○市 ○○○○会 広場２ 広場４ ○

◆手話通訳・要約筆記等が必要な場合は、必ず事前にお申し出ください。
その他、質問・ご要望等ございましたら自由にご記入ください。

参加申込書の
記入者連絡先 氏名： ＴＥＬ： （ ）

＊語らいの広場への参加は、必ずしも第１希望にそえない場合がありますので、
予めご了承ください。（参加決定した広場名は、当日参加者名簿にてお知らせいたします。）

＊お弁当代は、当日受付にて申し受けます。
＊準備の都合上、お申込キャンセルは３日前（2／28）までにご連絡お願いします。
＊申込書に氏名が書ききれない場合は、お手数ですが申込書をコピーしてご利用ください。

＜送付先＞ 奈良県ボランティア連絡協議会事務局
ＦＡＸ：０７４４－２６－０２３４

申込〆切：令和２年２月１5日（土）必着
◎ＦＡＸによる申込の際は、着信確認の連絡をお願いします（ＴＥＬ：０７４４－２９－０１５５）。
◎参加申込書への記載内容は、本研究集会以外の目的には使用致しません。




